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アメーラトマトの園芸施設整備に向けた打ち合わせ

６月18日、小山町の（株）サンファーム富士小山会議室に

て、令和３年度に計画しているアメーラトマトの園芸施設整

備に向けた打合せを行いました。

現在、小山町上野の次世代施設園芸団地の隣接地では、令
和２年度完成を目指して急ピッチで農地造成工事が進められ
てきています。

アメーラトマトを生産する農業法人では、その造成された
優良農地を利用し、令和３年度園芸施設の整備のため、今回
の打合せを実施しました。

活用する補助事業メニューや採択要件、今後のスケジュー
ル、情報収集など関係者間での大枠の意思の疎通が図られま
した。

農林事務所では、補助事業の予算確保に向けて、情報収集
や事業計画の作成等を重点的に支援していきます。

川根本町下泉地区の機構関連農地整備事業実施に

向けた座談会を開催しました

6月11日（火曜日）、川根本町役場下泉コミュニティーセ

ンターにおいて、下泉原地区の機構関連農地整備事業実施に

向けた座談会を開催しました。
座談会には、下泉地区を新たに担う農家、地主、農業振興

公社職員、役場職員、農林事務所職員が出席しました。

座談会では、今後のスケジュールの共有、農地配分計画の
再確認、機構集積協力金に対する農家の意向確認等を行いま
した。

７月から、事業採択に向けた国とのヒアリングが始まり、
事業採択・実施に向けた動きが本格化します。

今後も座談会を開催し、営農計画の作成等の事業実施の準
備や、土壌改良、植栽、鳥獣害対策等の営農に係ることにつ
いて検討していきます。

農林事務所所では、地元の意向に沿った形で事業採択され
るよう、各種の情報提供や、営農計画の作成支援等を行って
いきます。

水土里

東部農林事務所企画経営課 055-920-2156
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志太榛原農林事務所企画経営課 054-644-9225

東部

メールマガジン「水土里」とは？
静岡県内の基盤整備や施設点検の状況、

農業農村整備に関する研修会等に関する
情報をお知らせしています。
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都田川ダム緊急時情報伝達に関する関係者会議
を開催

令和元年６月６日（木）、西部農林事務所が管理している

都田川ダムにおいて、緊急時情報伝達に関する関係者会議を

開催しました。

この会議は、本格的な梅雨入りを前に、洪水や地震、事件
や事故等の緊急時における関係者間の連絡体制を再確認する
ために、毎年実施しています。

当日は、河川管理者や利水関係者のほか、警察や消防の関
係者も集まり、都田川ダムの概要や連絡体制について、農林
事務所担当者から説明を受けました。

緊急時に適切な体制が執れるよう、今後も関係者間で情報
共有を図っていきます。

西部農林事務所農村整備課 053-458-7225

西部

西部

「都田川ダム見学会」三ケ日東小学校4年生が
都田川ダムについて学びました

西部農林事務所では、都田川ダムの役割を多くの方に知っ

てもらうために、希望する学校や団体に見学会を実施してい

ます。

本年度2回目となるダム見学会が６月12日に実施され、
三ヶ日東小学校の４年生35名が訪れました。

担当職員によるダムの種類やダムの役割、都田川ダムが作
られた背景などの説明が行われ、ダムに関する知識と理解を
深めてもらいました。質問タイムでは、「ダムに使われてい
る石の数はいくつですか？」「ダムから水は漏れないんです
か？」など多くの質問が挙がり、ダムへの関心の高さがうか
がえました。

説明の後は、監査廊に入り、ダム内部の見学を行いました。
高低差55メートルの階段を昇り降りすることで、ダムの大
きさを体感した様子でした。

西部農林事務所農村整備課 053-458-7225


